
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『図書館にまいこんだこどもの大質問』  

こどもの大質問編集部／編 青春出版社（2022年） 

 

 図書館の仕事の１つに“レファレンス”がありま

す。これは、読みたい本や知りたい事があるけれど、

どう調べればいいのかわからない時に、必要な資

料・情報をご案内するサービスです。この本は、全

国各地の図書館に寄せられたレファレンスの事例

で、こどもからの質問を集めた本です。「千円札の裏

にある富士山はどこから撮られたの？」 

「飼っているカマキリを戦いに強くす 

るにはどうすればいいの？」など。こ 

の質問にどのような答えがあるのか、 

気になりませんか？ 

『100 万回死んだねこ 覚え違いタイトル集』 

福井県立図書館／著 講談社（2021年） 

 

 図書館には、「レファレンスサービス」というも

のがあります。みなさんにとって、聞きなれない言

葉でしょうか。図書館職員が、みなさんの調べもの

のお手伝いをするサービスです。この本は、惜しい

覚え違いタイトルを厳選して掲載しています。正し

いタイトルに、いくつ辿りつけるでしょうか？ぜ

ひ、チャレンジしてみてください。 

そして、読みたい本が見つからなけ 

れば、私たち図書館職員にお尋ねく 

ださい。この本で、図書館を身近に 

感じていただけたら嬉しく思います。 

『図書館に火をつけたら』 

貴戸 湊太／著 宝島社（2025年） 

 

 「学校に行きづらい子は図書館へ」。そんなスロー

ガンを掲げる七川市立図書館は、学校へ足を運べない

子ども達が安心して過ごせる居場所になっていた。そ

こで出会った小学生の貴博、穂乃果、鱗太郎の3人は

仲良くなり、探偵ごっこをしたり本棚の間を冒険した

りしながら、図書館でともに時間を重ねていく。やが

て大人になった3人は、七川市立図書 

館で起きた殺人事件をきっかけに再び 

顔を合わせることになる。図書館や、 

司書の仕事への深い理解が物語のあち 

こちに感じられる、図書館を舞台にし 

たミステリー。 

『新しい、美しい日本の図書館』 
立野井 一恵／著 エクスナレッジ（2024年） 

 

 この本では、日本各地の図書館の建物をたくさん

の写真とともに楽しむことができます。建築や館内

のデザインを楽しめる図書館、震災からの復興のシ

ンボルとなっている図書館など様々な図書館が掲載

されています。大阪府内の図書館からは、「こども本

の森 中之島」と「読書の森 松 

原市民松原図書館」が紹介され 

ています。気になる図書館を見 

つけて、実際に図書館へおでか 

けしてみませんか？ 

 

 

『図書館のお夜食』  

原田 ひ香／著 ポプラ社（2023年） 

 

樋口
ひ ぐ ち

乙
おと

葉
は

は、東北の書店に勤めていたが、人間関

係に疲れてしまい辞めるかどうか悩んでいた。ある

日、乙葉のＳＮＳのDMに一通のメッセージが届く。

それは、「夜の図書館」で働きませんか？というお誘

いだった。東京の郊外にある「夜の図書館」は、そ

の名の通り夜19時から0時までの開館。館内には、

亡くなった作家たちがかつて大切に 

していた本が集められ、２階の食堂 

では、小説やエッセイに登場する再 

現料理を食べることができます。一 

風変わった「夜の図書館」で、乙葉 

は働くことを決意するのでした。 

『図書館司書と不死の猫』  

リン・トラス／著 玉木 亨／訳 

東京創元社（2019年） 

 

 ケンブリッジの図書館を定年退職し、愛犬と北ノ

ーフォークですごしている男のもとに、１通のメー

ルが届いた。添付されていたフォルダには、文書・

画像をはじめとしたさまざまなファイル。音声ファ

イルにおさめられていたのは、“ロジャー”と呼ばれ

る１匹の猫。人間の言葉を話し、自らの驚くべき過

去を語っていた！「猫に九生あり」ロ 

ジャーは、不死だと言う。なぜ、男の 

もとにこのメールが届いたのか？好奇 

心に駆られた男は、真偽を確かめるた 

め、調査に乗り出すが…。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

他にもあるよ こんな本 

 

 

・『ちゃっけがいる移動図書館』 

髙森 美由紀／著 

中央公論新社（2024年） 

 

・『水底図書館 ダ・ヴィンチの手稿』 

金子 ユミ／著 ポプラ社（2022年） 

 

・『新宿もののけ図書館利用案内』 

峰守 ひろかず／著 一迅社（2019年） 

 

・『図書館戦争』 

有川 浩／著 角川書店（2011年） 

 

・『図書館の殺人』 

青崎 有吾／著 東京創元社（2016年） 

 

・『図書館の魔女』上・下 

高田 大介／著 講談社（2013年） 

 

・『司書のお仕事 

お探しの本は何ですか？』 

大橋 崇行／著 勉誠出版（2018年） 

 

・『世界図書館遺産』 

ギヨーム・ド・ロビエ／写真 

ジャック・ボセ／著 創元社（2018年） 

 

富田林市立図書館 

２０２６年  ３月 発行 

 

面白い本は 

見つかったかな？ 

 

次回も 

お楽しみに！！ 

図書館 

 

 


